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い｡ それでも違和感がある, マナーに反する, 恥
ずかしい, と白眼視される｡
もし通勤電車に水着姿の人が乗っていたら, 違











のことで, なぜ変なのか, などということは, 誰
も考えてもみない｡
まして, 深夜に, 大学の教室で, 水着姿の幼稚
園児が, ゲートボールをしていたら, なぜ変なの
























それゆえ本稿では, 人間とその文化, 社会, 生
活の理解をめざして, 当たり前が当たり前でなく





たとえば 3月 9日の夕食がお節料理, 9月 2日
の朝にお屠蘇を飲んだ, などという家庭はまずな
























ごろ, といった生活は, いわゆるだらし無い, 変
な生活と, 世間から白い目で見られる生活である｡





























しかしこれらは, 髪をとかす, 爪を切る, 靴下
を履く, あるいは鶏が鳴くという, 通常は昼間に




































また, 井上靖が 『幼き日のこと』 の中で, まだ夜
が明けきらない暁闇の時刻には ｢前生の暗さのよ
うなものが, あたりには生臭く漂っている｣ (井



































































の街道に面した ｢巫女の辻｣ に, 石の ｢占場｣ が
あり, この辻に立って, 最初に通った人の語った
言葉や姿, 性別, 年齢, 持ち物, 連れの有無など
を, 瓢箪山稲荷の宮司に報告し, 託宣を受けるの
であるが, その時間は黄昏時なのである｡


































































































































け堀｣ の他に, 駒留橋 (墨田区) の下を流れる隅
田川入堀の, 葉が一方だけしか生えない ｢片葉の










せたと言われ, 1913 (大正 2) 年の浄橋祭の後よ
うやく, この橋を嫁入り行列が渡れるようになっ
たという (田中, 1999)｡














1. 山の辺, 水の辺, 道で異界の声を聞く
寺社は神仏に祈り, 神仏の声を聞く場であるが,
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(巻十, 中宮御産事) にも, ｢一条堀河戻橋にて橋
より東の爪に車を立てさせ給ひて, 橋占をぞ問ひ




神田川の面影橋 (新宿区, 豊島区), 先述の姿
見の橋 (淀橋) も, 姿見の池, 姿見の井戸などと
同様に, 水に影を映して, その影によって占いを
行った橋であるともいわれる｡
また, ｢名にしおはば いざ言問はむ 都鳥
わが思ふ人は ありやなしやと｣ (古今集) で知
られるように, 在原業平が都に残した妻が元気か
どうかを都鳥に言問わんとしたのも隅田川の言問







一石橋 (中央区) には, ｢満よい子 (迷子) の
志るべ｣ という石柱が残されているが, これは迷
子になった子どもを捜すために 1857 (安政 4) 年
に立てられた迷子しるべ石で, 柱の右側面は ｢志
らする方｣, 左側面は ｢たづぬる方｣ とされ, 情
報提供を求めた｡ 迷子しるべ石は 1842 (天保 13)
年の湯島天神 (文京区) 開帳の混雑に際して, 奇
縁求人石として企画されたのが始まりで, 一石橋,
浅草寺にも立てられた｡ 明治初年には一石橋, 赤
羽橋 (港区), 湯島天神前, 浅草仲見世前 (台東








三島由紀夫の 『橋尽くし』 (三島, 1996) は,
花街の 4人の女性達が陰暦 8月 15日の夜に, 築
地 (中央区) の 7つの橋を渡り切るまで口をきか




























































































その他, 気質からしぐさ, 服装, 髪型, 持ち物


































名づけ親, 老人, 子どもの世話役, 助言者として
尊敬されている (斗鬼, 2007)｡
数万から数十万いるといわれるインドの ｢ヒジュ
ラ｣ も, 女装し, 髪を伸ばし, アクセサリーを身
につけ, 入念な化粧を施している第三の性だが,
彼？らはシヴァ神や母なる女神と同一化した存在













ン (腰巻) と女性の上着をまとい, 女性用装身具
をつけるが, 同時にグリス (短剣) と男性用頭巾























































限の時の流れに, 朝, 夜, 日, 週, 月, 季節, 年,
世紀などといった分類を作り出し, それぞれ, 何

































だから人は, 街の中でも, 家の中でも, 空間は
道路, ホーム, 病院, 居間, 寝室, トイレなどと















































































ば, 元始, 太陽と月は大地と混ざりあい, 一切は
灰色に包まれ, あらゆる動植物が同じ言葉で話し
合っていた｡ 人間も霊も動植物も一緒に生きてお























合は, 『旧約・創世記』 に, 原初 ｢地は形なく,
むなしく, 闇が淵のおもてにある｣ カオスだった
が, 創造神ヤハウェが ｢光あれ｣ というと光と闇
が生じ, 以後六日間にわたって, 陸と海, 太陽と













間が, 分類され, そこでするべき, するべきでな
い行動が決められていなければ, いちいち考え,
決めなければならず, 行動しようがなくなってし
まう｡ これは空間だけでなく, 時, 動物, 植物,
事象, そして人々自身に関しても同様である｡
それゆえ, 人は境界線を設定して分類を作り出


































る (吉田, 1976)｡ 人とは, 自らが動物であるこ
とを否定し, 自然を嫌悪する動物なのである｡
たしかに人は, 自然のまま, 自然の只中では生
きていけない｡ しかし, 本来動物である人は, 他
方で, 文化によって自然を排除, 統制しつくした
コスモスの中でもまた生きていけない｡ このよう
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